
して用いているものに分類し (〔線〕/〔面〕)、またそ
れらを｛構造｝と｛非構造｝に大別した。
2-2. 表面操作　　前節で分類した〔面〕について、そ
れらの表面操作を検討した (図3)。スチールプレートや
鋼板、鉄板などを〔平滑面〕、コールテン鋼など表面の
肌理を加工した〔粗面〕、折板やコルゲート鋼板など折
り曲げ加工をしている〔凹凸面〕、パンチングメタルや、
ルーバーなど透過性のある〔透過面〕の4つに分類した。
2-3. 表現形式　　前節までにみた操作対象と表面操作
との関係を表現形式として捉えた(図4)。その結果、〔線〕
は｛構造｝として、〔面〕は｛非構造｝として用いられ
る場合が多く、また表面操作は半数が〔粗面〕、〔凹凸面〕、
〔透過面〕と加工の施されたものであった。
3. 鉄の着目性質　
　資料とした論説からは図1の分析例のように、鉄と
いう素材に対して建築家がいかなる性質を見出し設計を
行っているのかを読み取れる。そこでこれを着目性質と
して抽出し、内容を検討した3)。その結果、［感覚的性質］、

［記号的性質］の2つの大枠で捉えることができた(図5)。
　［感覚的性質］は人間の身体感覚に関わる性質で、さ
らにそれを【視覚】、【触覚】、【印象】に分類した。【視覚】
は視覚から得られる感覚に関わる性質であり、鉄の強さ
や重厚感、存在感などに着目する視覚性の〖強調〗に対し、

1. 序　　建築の形式や構成などの抽象的な側面だけで
なく、素材のような物質的な側面について思考すること
は、身体的知覚や実空間の構築に関わる建築の本質的な
要素のひとつであり、建築を構想する上で重要なテーマ
のひとつである。なかでも近代建築を代表する素材のひ
とつである鉄1)は、柱梁といった線材や、モノコック構
造や仕上げのための面材としても用いられ、近代化や機
械のイメージをはじめ様々な建築的意味を伴ってきた。
現代においても建築家は鉄を用いて多様な表現を試みて
おり、その設計論からは鉄に対する素材としての認識を
読み取ることができ、これを通時的に検討することで社
会状況や技術と連動した設計思想の変容を捉えることが
できると考えられる。そこで本研究では、現代日本の建
築家の設計論を資料に鉄に関する表現の内容と形式か
ら、建築家の素材認識と設計思想の変容の一端を明らか
にすることを目的とする。
2. 鉄を主体とした建築の表現形式
　鉄を主体とした建築について実体的な水準においてど
のように表現されているかを整理する。資料となる作品
の論説2)及びデータベースから鉄の表現として論じられ
ている操作対象を抽出し、整理した ( 図 2)。
2-1. 操作対象　　それらの操作対象に対し、図 2 のよ
うに柱や梁など鉄を線材として用いているものと面材と
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るロウテクさのような性質もみられた。
4.  鉄の表現意図と展開形式　
　また資料となる論説から、建築家が鉄をどのような意
図で建築表現に利用しているかが読み取れる箇所を表現
意図として、その内容を検討する。
4-1. 表現意図　　表現意図の内容を検討した結果、建
築空間や設計手法の提案を意図する《空間的文脈》、建
築のつくり方や構造などの技術提案を意図する《技術的
文脈》、周辺環境との調和や都市との関わりを意図する
《環境的文脈》、社会への提言やイメージの発信を意図す
る《社会的文脈》の4つに分類できた。
4-2. 表現意図の展開形式　　また抽出した表現意図に
ついて、建築表現のために鉄を用いているものを〈手段〉、
鉄自体が建築表現の主題であるものを〈目的〉として、
表現意図の展開形式を2つに分類した。
4-3. 表現意図と展開形式の関係　　前節までにみた主
題と文脈の組合せを表現意図として示したのが図6で
ある。《空間〉や《環境》の文脈において〈手段〉の割
合が多い一方で、《技術〉や《社会》の文脈においては〈目
的〉が多い。このことは鉄が建築家の空間的、環境的な
構想を実現可能にする素材として扱われながら、また鉄
という素材の利用に技術や社会的な意味を見出している
と考えられる。

鉄の軽さ、繊細さ、存在感の希薄さなどに着目する視覚
性の〖消去〗といった対照的な内容がみられた。また現
象を映すものや被覆的なものなどは、〖強調〗と〖消去〗
を併せ持つものといえる。【触覚】は鉄の表面の凹凸な
どを感覚として捉える性質であり、鉄の歪みや粗さ、や
わらかさが、そして【印象】は鉄という物質に対する印
象に関わる性質であり、質感や味わい深さのようなもの、
審美性や無機質さ、緊張感といった内容がみられた。
　次に［記号的性質］は社会や文脈によって形成され
た意味に関する性質であり、これを【人工】と【自然】、
そして【近代】と【非近代】といった対照的な性質に分
類した。そのなかで【人工】は鉄を人工物として捉える
性質であり工業や機械、通俗的なものや可変性のような
イメージといった内容がみられ、一方で【自然】は鉄を
自然物として捉える性質であり、風化するものや、時間
によって変わるといった内容が読み取れる。また【近代】
は鉄を近代やモダニズムの意味を持つ素材であると捉え
る性質であり、未来や現代をイメージするものや、透明
性、抽象性や即物性を帯びたものといった内容が、【非
近代】は文明や文化的な意味を持つ素材であると捉える
性質であり、装飾性や記憶といった内容が読み取れた。
また【人工】かつ【近代】としての仮設性や均質性、ハ
イテクさといった性質や、【人工】かつ【非近代】であ

図 5　鉄の着目性質
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質］全体が減少するが、その後現在まで増加傾向にあり、
2010年代には【非近代】や【自然】が相対的に多く占
めている。また［記号的性質］の増加した1970-80年
代にかけて【人工】においてはNo.32幻庵 (Ⓒ )にみ
られる可変性、【近代】と【人工】においてはNo.53シ
ルバーハット (Ⓓ )にみられる仮設性やハイテクといっ
た性質がみられ、【非近代】と【人工】にはロウテクと
いう対照的な性質も同時期に集中的にみられる。
　次に表現意図と表現形式についてみると、表現意図
については《社会》は1950-60年代、《空間》は1980
年代、《技術》は2000年代、《環境》は2010-20年代
に多く用いられている。また表現形式としては、〔粗面〕
は1970年代、〔線〕は1980-90年代、〔平滑面〕およ
び〔透過面〕は2000年代に多く用いられている。
　以上の結果を時代背景と併せて検討すると、建材とし
ての鉄が広く一般化する1950-60年代ではNo.6旧東
京都庁舎 (Ⓐ )のように鉄や鉄骨造をどのように実現す
るかといった取り組みが社会的な試みとしてされてお
り、1970-80年代にかけてはポンピドゥーセンターを
はじめとする構造表現主義やポストモダニズムの隆盛を
背景に、空間表現や線材そのものを意図したものによる
記号的表現が増加したと考えられる。1990-2000年代
にかけてはライトコンストラクションを背景として、視
覚性をより消去する表現が増加する。同時に透過面をは
じめとする面材が用いられており、これらは軽さや即物
性など感覚的側面と関連すると考えられる。2010-20
年代では視覚の消去だけでなく強調、近代だけではなく
非近代としての性質も用いられているように、近年は建
築家が鉄を感覚的側面だけでなく記号的側面においても
両義性のもつ素材として認識していると捉えられる。
6. 結
　以上、現代日本の建築家の設計論を資料に、鉄の着目
性質と表現意図及び形式から、建築家の素材認識と設計
思想の変容について検討した。その結果、建築家は鉄を
感覚的な表現の手段として、また記号的な表現を主題と
して認識しており、また近年は感覚、記号の両面におい
て両義的に用いられる傾向にあることを明らかにした。
こうした素材に対する思考の変遷が、現代における建築
表現の展開の可能性を示唆するものと考えられる。

5.  鉄の素材認識
5-1. 着目性質と表現意図から見た鉄の素材認識　
　前章までに検討した鉄の着目性質と表現意図との対応
関係から鉄の素材認識を捉えた ( 図 7)。表現意図の文
脈のうち、《空間》や《環境》では［感覚的性質］、《技
術》や《社会》においては［記号的性質］が多い。また
［感覚的性質］のなかで、《空間》の〈手段〉では【視覚】
が多く、《環境》の〈手段〉では【触覚】や【印象】が
多いことから、鉄という素材のつくり出す空間や形態の
もつ視覚的な側面が着目されやすく、また都市や自然と
の関係のなかでは鉄のもつ即物的な側面に着目した表現
が試みられる傾向にあることが捉えられる。また［記号
的性質］のなかで、《技術》の〈目的〉では傾向がみら
れない。また《社会》の〈目的〉では【非近代】が多く
みられた一方で、《社会》の〈手段〉では【近代】が多
くみられる。また同様の傾向が《空間》にもみられ、こ
のことから建築家は一般的に鉄のもつ近代的なイメージ
を捉える一方で、それに非近代的な性質を見出してそれ
を表現するという姿勢も伺える。
5-2. 鉄の素材認識と設計思想の変容
　以上で検討した鉄の着目性質と表現意図を通時的に考
察することで、建築家の素材認識と設計思想の変容に
ついて検討した ( 図 8)。さらに着目性質については図 5
に示した性質の小分類も併せて示した。
　まず着目性質の変遷についてみると、1950-60 年代
では［感覚的性質］が、1970-80年代では［記号的性質］
が、1990-2000年代にかけては［感覚］が大きく割合
を占め、2010年代では再び［記号］の増加もみられる。
　次に着目性質ごとに検討すると、［感覚的性質］の【視
覚】では、1950-70年代においては〖強調〗が多いが、
1980年代以降〖消去〗が増加し、現代においては【視
覚】の〖強調〗及び〖消去〗ともに【視覚】が半数を占
める性質となっている。なかでも〖消去〗においては
No.149梅林の家 (図 8中Ⓕ )にみられるように軽さ、
薄さ、存在感の希薄さ、繊細さへと年代によって性質の
内容が遷移する。また、それに伴って〖強調〗において
は強さ、存在感など対照的な性質がみられる。また【印象】
はどの時代においても一定数みられながら特に90年代
に多く、【触覚】は2000年代に集中的に用いられていた。
　［記号的性質］では1950-70年代にかけて【人工】が
多く占め、1980年には【近代】や【人工】が大半を占
めている。1990年から2000年にかけては［記号的性

一般的に建築には建築用鋼材である鋼鉄が用いられるが、それらを総称して建築家は鉄と呼ぶよう
に、本論文における「鉄」は鉄を原料とした合金も含む鋼材の総称として鉄と呼ぶものとする。
1955 年以降に発表された「新建築」「住宅特集」における作品の論説のうち鉄の性質や用いること
の意図について言及し、かつその表現が作品の中で主要な表現として読み取れる論説を資料とする。
川喜田二郎 :「発想法」（中央公論社）内の KJ 法をもとに分析している。

註  1)

　  2)

　  3)
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☆『鉄骨住宅への反省』広瀬健二 (sk5511)
●大阪万博 (1970)

◇ディア・アンド・カンパニー (1964) で初のコールテンを使用

● 阪神淡路大震災 (1995)

図 8　鉄の素材認識と設計思想の変遷

(sk8501)
シルバーハット
伊東豊雄建築設計事務所

幻庵
(sk7506)

DAM・DAN坂倉準三建築研究所
鎌倉近代美術館新館

(sk6609)(sk5806)
東京都庁舎
丹下健三研究室

幕張メッセ新展示場
(sk9801)

槇総合計画事務所
梅林の家

(sk0403)

妹島和世建築設計事務所
鉄のログハウス

(jt1410)

原田真宏＋原田麻魚
神奈川工科大学KAIT 広場
石上純也建築設計事務所

(sk2101)

意図・形式
《空間》《空間》

図 6　鉄を主体とした建築の表現意図と展開形式 図 7　着目性質と表現意図からみた鉄の素材認識

〈手段〉181 〈目的〉106
建築表現を目的として鉄を利用しているもの 鉄の利用を目的としているもの

表
現
意
図

表現意図の展開形式

●東日本大震災 (2011)

◇ポンピドゥーセンター (1977)

《環境的文脈》 85

《技術的文脈》49

《社会的文脈》 60

周辺環境との調和、
都市との関わりを意図

《空間的文脈》93

社会への提言や、
イメージの発信を意図

新たな建築空間や
設計手法の提案を意図

建築の作り方や構造など
技術提案を意図

64 21

太田の強い日射しはさまざまな線のレイヤーが
交錯する影の風景をつくる。そんな素晴らしい
風景を増幅するような建築をつくりたいと思っ
た。(sk2303 OTA LINES 平田晃久 ) 

無性格な標準プランに可成りの親和性を盛すで
あろう。…日本の住宅その他の建物の量産化へ
の道に入れる目安がつけば、と思って居る。
(sk5511 三番町の家 RIA 建築総合研究所 ) 

このステンレスの家の主題は “光格子” である。
空間を構成する壁・屋根面のすべてに断熱パネ
ルのジョイントが、光格子として張り巡らされ
ている。(sk8104　光格子の家　葉祥栄 )

19 30

65 28
われわれは XX-BOX と呼ばれる仮設構築システ
ムを提案した。…M歯科医院で試みられたのは、
この考え方を発展させたシステムで…
(sk0203　M歯科医院　阿部仁史アトリエ )

50s 60s 70s 80s 90s 00s 10s 20s

私たちは当時建築を構成する
要素を軽くすること、工業生
産の方向にもってゆくことを
考えていた。ここでは庇や
ルーバーに鉄を選んだ。

梁柱の鉄骨を積極的に露出
させた真壁造の扱いとなっ
ている。小さなマッスであ
る新館が本館に対して力強
く対応することを考えた。

〔線〕〔線〕

新しい自然の産物と見なさ
れる身近な工場生産物を転
用したり…大量にある物の
もつ意味を変換させる大き
な戦略のひとつの法である。

現代という時点で東京とい
う場所を考えたときに、木
で組むより軽いスチールで
組んだほうが自然だし逆に
意味をはらまないと思う…

構造エレメント群のリズミ
カルな構成に…フラットな
面を対比させながら、スケー
ル感と質感によるイメージ
の現代性を強調した。

16mm の鉄板の壁で仕切ら
れている。…色々な選択性
を生み、各々の部屋がﾊﾞｯﾌｧ
ｰｿﾞｰﾝのようになって、柔ら
かな関係性をつくり出す。

数学的整形性と、Rのかかっ
た入り隅部に現れる優しさ
といった H 型鋼の「物質的
性質」を、ログハウス状に
組み上げ強化・増幅させた。

スケールも技術も材料も土
木的である。…ﾒｶﾞｽﾄﾗｸﾁｬｰ
的構造スケールである。し
かし同時に身体的スケール
が共存するように考えた。

〔平滑〕〔平滑〕

〔凹凸〕〔凹凸〕
〔粗〕〔粗〕

〔透過〕〔透過〕

●東京五輪 (1964) ● つくば博覧会 (1985)
□粗鋼の生産量 1000万トン超え (1956)

◇Light Construction 展 (1995)
☆『消費の海に浸からずして新しい建築はない』伊東豊雄 (sk8901)

● 愛・地球博 (2005)メタボリズム
脱構築主義

ポストモダニズム

◇シグナルボックス (1999)

構造 29
工法 20
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